
主  な  内  容   
 
■    いま深谷を見る

■   沈思黙考

■    映画のまちふかや

■    深谷市産業祭

■    ふかや必読書 30

■    My Town Topics

■    情報ひろば

■   夢なかるべからず

■    ガーデンシティニュース

表紙「秋桜とパティオ」
       第 10回深谷観光写真コンクール特選  
                      竹内俊雄さん撮影

1010月月 22№
毎月1日発行
October.2007

深谷市の人口と世帯   
                
■  人口　148,022（－   60）
■  男性　  73,909（－   36）
■  女性　  74,113（－   24）   
■  世帯　  52,815（＋   49）

■  平成 19年 9月 1日現在（前月比）
　  （外国籍のかたも含みます）

特集
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現
在
、
深
谷
市
で
は
個
人
・
団
体
合
わ
せ
て
１
，
９
１
５
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
し
て

い
る
ほ
か
、
各
地
域
で
は
、
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
か
た
が
、小
・
中
学
校
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
な
ど
が

社
会
問
題
化
し
て
い
る
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
を
見

守
る
地
域
の
目
と
い
う
も
の
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
深
谷
市
で
は
個
人
・
団
体
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
を
強
化
し
、
ま
た
、
こ
の
地
域
の
力
を
教

育
現
場
に
よ
り
い
っ
そ
う
活い

か
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
相
互
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
『（
仮
称
）

教
育
研
究
所
・
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
』
の
建
設
を
予
定
し
て
お

り
、
９
月
の
深
谷
市
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
そ
の
設

計
予
算
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

3

　

休
日
、
夜
間
も
利
用
可
能
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
や
、
点
訳
室
、

録
音
・
朗
読
室
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と
な

り
ま
す
。

2笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

子育てのできる

　

平
成
19
年
深
谷
市
議
会
第
３
回
定
例

会
が
９
月
３
日
〜
25
日
の
日
程
で
開
催
さ

れ
、
議
案
29
件
、
請
願
３
件
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
政
一
般
に
対
す
る
質
問
は
、

22
人
の
議
員
か
ら
52
件
あ
り
ま
し
た
。

【
主
な
議
案
】

■
平
成
18
年
度
深
谷
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
深
谷
市
古
河
ス
カ
イ
障
害
福
祉
基

金
条
例

　

障
害
者
福
祉
施
設
の
支
援
を
図
る

た
め
、
古
河
ス
カ
イ
㈱
か
ら
市
に
寄
附

さ
れ
た
資
金
を
基
に
、
新
た
に｢

深
谷

市
古
河
ス
カ
イ
障
害
福
祉
基
金｣

を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

■
深
谷
市
大
学
等
入
学
資
金
融
資
条
例

　

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
大
学
等

の
入
学
資
金
の
融
資
制
度
を
創
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、
大
学
等
に
入
学
す
る
者
の
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
も
っ
て
教

育
の
振
興
を
図
る
も
の
で
す
。

■
深
谷
市
立
幼
稚
園
保
育
料
等
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
廃
止
に
関
わ
る
保

育
料
等
の
改
正
で
す
。

■
平
成
19
年
度
深
谷
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

○
市
内
循
環
バ
ス
運
行
事
業

　

岡
部
・
川
本
・
花
園
地
区
へ
の
市
内

循
環
バ
ス
の
導
入
準
備
に
係
る
経
費

で
す
。

○
（
仮
称
）
深
谷
市
立
教
育
研
究
所
・

福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　

就
学
前
、
小
学
校
、
中
学
校
と
年

齢
に
合
わ
せ
た
通
級
指
導
教
室
や
不

登
校
な
ど
の
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
適
応
指
導
教
室
を
設
置
し
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
に
関
し
て
、
主
に
学

校
で
の
情
報
を
持
つ
教
育
部
門
と

主
に
家
庭
や
地
域
で
の
情
報
を
持
つ

福
祉
部
門
が
施
設
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を
交
換
・
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
、
誕
生
〜
中
学

校
卒
業
ま
で
の
一
貫
し
た
教
育
を
は

じ
め
、
子
ど
も
や
家
庭
へ
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
強
化
を
実
現
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
が
施
設
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
か
た
と
の
ふ
れ
あ
い
が

生
じ
、
社
会
性
を
学
ぶ
機
会
が
増
え

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
教
育
現
場
で
必
要
と
さ

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
需
要
に

素
早
く
対
応
で
き
、
地
域
と
学
校
の

関
わ
り
が
深
ま
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
を
管
理
し

情
報
発
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
今
ま
で
、
特
定
の
地
域
・

場
所
で
活
動
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
の
情
報
も
、
地
域
を
越

え
市
内
全
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必

要
と
し
て
い
る
か
た
へ
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

安心して

まちづくり

設計終了後、平成 21 年にかけて建設し、
オープンは、平成 21 年内を予定してい
ます。

市
議
会
第
３
回
定
例
会

市
議
会
第
３
回
定
例
会

２ １地
域
の
力
を

市
内
全
域
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
拠
点

子
育
て
・
教
育

を
サ
ポ
ー
ト

H20 H21 H22

設計 建設 オープン

建設予定地建設予定地

図書館図書館

深谷駅深谷駅

深谷市役所深谷市役所

旧中山道旧中山道深
谷
嵐
山
線

深
谷
嵐
山
線

旧深谷地区消防本部跡地に建設予定です。

建設スケジュール

建設予定地

登壇する、新
あら
井
い
市長と倉

くら
上
かみ
議長
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其
そ

の伍
ご

を

対象 事業名 H18 決算額 (円 )

幼稚園児
市立

幼稚園就園奨励事業
（減免）380,000

私立 34,469,695

小学生

要保護及び準要保護
児童生徒就学援助事業 32,788,032

特別支援教育
就学奨励事業 781,227

中学生

要保護及び準要保護
児童生徒就学援助事業 31,602,452

特別支援教育
就学奨励事業 626,603

高校生 奨学資金支給事業 5,325,800
平成18年度実績

　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
園
・
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
対
し
て
、
就

園
・
就
学
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る

「
就
園
奨
励
事
業
」、「
就
学
援
助
事
業
」、「
就
学

奨
励
事
業
」、「
奨
学
資
金
支
給
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
の
収
入
な
ど
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
（
☎
５
７
４
‐
５
８
１
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
学
等
お
よ
び
専
修
学
校（
専
門
課
程
）

へ
の
進
学
率
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平

成
18
年
度
に
は
高
等
学
校
卒
業
者
の
約

70
％
が
進
学
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

市
と
市
内
金
融
機
関
の
提
携
に
よ
り
、
大

学
・
短
期
大
学
・
専
修
学
校
（
専
門
課

程
）
へ
の
入
学
時
の
家
庭
の
経
済
的
負

担
を
軽
く
す
る
た
め
に
新
た
な
制
度
「
深

谷
市
大
学
等
入
学
資
金
融
資
制
度
」
を

創
設
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
金
融
機
関
を
あ
っ

せ
ん
し
、
入
学
資
金
融
資
の
利
子
の
一
部

高等学校 (全日制課程・定時制課程 )卒業の進路

Ｈ 18 大学等進学率
専修学校

（専門課程）
進学率

就職率

全国 49.3％ 18.2％ 18％

埼玉県 50.2％ 19.3％ 13.8％
文部科学省　平成18年度学校基本調査より

深
谷
市
の
学
業
支
援
事
業

学
ぶ
意
欲
の
あ
る
か
た
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
事
業

　

小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
就
学

す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
か
た
の
経
済

的
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、
学
用
品
費
や

給
食
費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る

も
の
で
す
。

奨
学
資
金
支
給
事
業

　

進
学
の
意
志
と
能
力
を
有
し
て
い
る

が
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
修
学
が

困
難
な
か
た
に
対
し
て
、
奨
学
資
金
を

給
与
し
、
教
育
の
機
会
を
確
保
す
る
も

の
で
す
。

幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業

　

幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
幼
児
を
養
育

し
て
い
る
保
護
者
の
か
た
の
経
済
的
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
、
保
育
料
を
援
助
す
る

も
の
で
す
。

を
一
定
期
間
市

が
負
担
す
る
こ

と
で
、
進
学
者

の
い
る
世
帯
の

経
済
的
負
担

を
軽
く
し
、
こ

の
こ
と
に
よ
っ

て
学
ぶ
意
欲
の

あ
る
か
た
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ

と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

要
保
護
及
び
準
要
保
護

児
童
生
徒
就
学
援
助
事
業

　

小
・
中
学
生
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

の
か
た
で
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の

支
払
い
で
、
経
済
的
に
お
困
り
の
家
庭
に

対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る

も
の
で
す
。

合
併
１
年　

深
谷
市
の
取
り
組
み

  かのアルバート・アインシュタインは「教育とは、学校で習ったことをすべて
忘れた後に残るものである」と語っています。私も、教育とは知識や教養の習
得でなく、むしろ、人間性や社会性の形成に主眼を置くべきものだと考えます。
  先日、名古屋市の路上で女性が拉致、殺害された事件がありました。この事件で、
人々の耳目を集めたのが、容疑者３人が携帯電話サイトで接触し、互いの顔や
名前も知らないまま、仮想現実の中で犯行を企てたことです。その仮想現実の
中で、妄想が現実社会の犯罪にエスカレートしていったことを知り、私は背筋の
寒くなる思いがいたしました。仮想現実の「社会性」が現実社会に乗り込んできたのです。
　容疑者たちがこれまで受けた教育で、現実社会の人間性や社会性を学べなかったことが容易に想
像できます。しかし、教育は学校だけに押し付けるものではなく、子どもを見守るすべての大人に
よって行われるべきだと考えます。例えば、これまで別個にとらえられていた教育部門と福祉部門
の連携も重要になるでしょう。皆が協力し合う体制こそが大切なのです。
　現在深谷市では、「教育と福祉の連携」を促進するため、旧深谷地区消防本部の跡地に教育と福
祉の交流のための施設建設を計画しております。今、全国の教育現場では発達課題を持つ子どもへ
の対応が問題になっています。発達課題は、早期発見と継続的かつ適切な対応により緩和でき、教
育・福祉ボランティアの役割が重要となります。双方のボランティアの交流をはじめ、「教育と福祉」
が連携し適切に対応していく拠点として、新たな施設の活用を考えております。決して見過ごさず、
そして、正面から問題に当たる教育体制が大切です。
　冒頭にご紹介したアインシュタインも医学的には不明ながら、言動などから何らかの障害のあっ
た可能性が指摘されています。しかし、彼の通った学校が視覚教育を取り入れた進んだ教育システ
ムを持ち、さらに最新の物理学研究室も備えるなど、彼に合った教育環境であったようです。つまり、
アインシュタインにとって学校が心地良い場所であったと言えます。
　子どもたちの成長には、家庭、地域、学校、社会、関係諸機関等が、目指す方向を一つにして、連携・
協働し心地良い教育環境を形成することが重要です。子どもには無限の可能性があります。素晴ら
しい人間性や社会性を内に秘めています。それらを引き出す手助けをするのが大人の役目です。今、
０歳から 15 歳までの成長を継続的・体系的に支援する仕組みづくりが必要なのです。
　　　
　　　人を教育することはできない   ただ、自ら悟らせる手助けをするに過ぎない　　　　ガリレオ・ガリレイ

ちんしもっこう

こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
の
は
、
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
備
え
た
か
た
で
す
。

①
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
か
た

②
大
学
等
に
入
学
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
者
の
保
護
者
の
か
た

③
市
税
を
完
納
し
て
い
る
か
た

④
こ
の
融
資
制
度
以
外
の
入
学
資
金
融
資
を
受
け
て
い
な
い
か
た

⑤
取
扱
金
融
機
関
の
融
資
条
件
を
備
え
て
い
る
か
た

　　

な
お
、
こ
の
制
度
の
取
扱
金
融
機
関
や
利
率
な
ど
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
決
定
さ
れ
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

⑤
大
学
等
入
学
資
金
融
資
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
す
る
に
は
？

融資の手順
教育委員会へ
             融資申請

【融資限度額】２００万円

資　格　決　定

教育委員会から金
融機関へ融資依頼

融　資　決　定

融　資　実　行

金融機関から市
へ融資実行報告

教育委員会から
金融機関へ利子
補給開始！

【問い合わせ】
教育委員会
教育総務課

☎５７４－５８１１

※この制度は、入学資金などの一時金のための融資であり、各種奨学金などとの併用は可能です。
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「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
（
平
成
18
年
６
月
成
立
）」

の
施
行
に
よ
り
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
新
た
に
独
立
し
た
医
療
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。

　

対
象
は
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

と
な
り
ま
す
。

●
● 

被
保
険
者 

●
●

　

新
た
な
医
療
制
度
の
被
保
険
者

と
な
る
か
た
は
、
県
内
に
お
住
ま

い
の
75
歳
以
上
の
か
た
、
お
よ
び
、

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障

害
の
あ
る
か
た
で
す
（
申
請
し
て

広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
）。

　

こ
れ
は
現
行
の
老
人
保
健
制
度

に
お
け
る
老
人
医
療
対
象
者
と
同

じ
で
す
。

※
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
か
た
も
対
象
と
な
り
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入

後
は
、
国
民
健
康
保
険
、
健
康
保

険
組
合
、
政
府
管
掌
保
険
、
共
済

組
合
な
ど
の
被
保
険
者
で
は
な
く

な
り
ま
す
。

●
● 

加
入
す
る
日 

●
●

・
75
歳
に
な
っ
た
と
き
（
75
歳
の
誕

生
日
当
日
か
ら
）

・
75
歳
以
上
の
か
た
が
転
入
し
た
日

か
ら

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
一
定
の
障

害
の
あ
る
か
た
が
申
請
し
て
広

域
連
合
か
ら
認
定
を
受
け
た
日

か
ら

●
● 
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
●
● 

　

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
は
平
成

20
年
３
月
下
旬
に
お
手
元
に
届
く
予

定
で
す
。

●
● 

保
険
料 

●
● 

　

保
険
料
は
被
保
険
者
個
人
単
位
で

算
定
・
賦
課
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
徴
収
方
法
は
原
則
と
し

て
特
別
徴
収
（
い
わ
ゆ
る
年
金
天
引

き
）
の
方
法
に
よ
り
ま
す
。

●
● 

病
院
に
受
診
す
る
と
き 

●
●

　

病
院
に
受
診
す
る
と
き
は
、
埼

玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
交
付
す
る
保
険
証
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

窓
口
で
は
、
現
在
の
老
人
保
健
制

度
と
同
様
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一

部
（
１
割
、
た
だ
し
、
一
定
の
所
得

以
上
の
か
た
は
３
割
）
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
● 

運
営
の
仕
組
み 

●
●

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
県

内
の
全
市
町
村
で
構
成
す
る
『
埼

玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
』

が
運
営
の
主
体
と
な
り
、
保
険
料

の
決
定
、
保
険
証
の
交
付
、
医
療

を
受
け
た
と
き
の
給
付
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
保
険
料
の
徴
収
、
各
種

申
請
・
届
け
出
の
受
け
付
け
、
保
険

証
の
引
き
渡
し
な
ど
、
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
窓
口
業
務

を
行
い
ま
す
。

○地域包括支援センターと担当地域
地域包括支援センターの名称 所在地 ☎・ 担当地域

大里広域地域包括支援センター
FOMA・なごみ

新戒 413-1
☎ 598-2552
 587-4881

幡羅、明戸、大寄、八基、豊里
上柴地区の東方住所地

大里広域地域包括支援センター
はなみずき

柏合 1041-1
☎ 551-1115
 571-0553

上柴地区（東方・人見住所地以外）
南

大里広域地域包括支援センター
市社会福祉協議会

西島町 2-14-4
☎ 573-6869
 573-0806

深谷、岡部

大里広域地域包括支援センター
ふじさわ苑

人見 2028-3
☎ 574-1237
 571-1446

藤沢、川本、花園
上柴地区の人見住所地

医療＆年金
■深谷市役所　☎ 571－ 1211　　　　■岡部総合支所　　☎ 585－ 2211　　　　■川本総合支所　　☎ 583－ 2781　　　　　　　　　　　　　■花園総合支所　　☎ 584－ 1121　　　　■県後期高齢者医療広域連合　　　　☎ 048－ 833－ 3222
■保険年金課　☎ 574－ 6641　　　　■岡部市民環境課　☎ 585－ 2213　　　　■川本市民環境課　☎ 583－ 2783　　　　　　　　　　　　　■花園市民環境課　☎ 584－ 1122　　　　■大里広域市町村圏組合介護保険課　☎ 501－ 1330
■長寿福祉課　☎ 574－ 8544　　　　■岡部福祉健康課　☎ 585－ 2214　　　　■川本福祉健康課　☎ 583－ 2532　　　　　　　　　　　　　■花園福祉健康課　☎ 584－ 1123　　　　■熊谷社会保険事務所　　　　　　　☎ 522－ 5211

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
！

①
最
低
25
年
以
上
、
保
険
料
納
付
期

間
な
ど
が
必
要
で
す

○
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間

○
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
や

多
段
階
免
除
（
一
部
免
除
の
承
認
を

受
け
た
月
で
も
、
残
額
を
納
め
な
い

と
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
）、
若
年

者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
期
間

○
第
３
号
被
保
険
者
期
間

○
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
加
入
期
間

○
任
意
加
入
で
き
る
か
た
が
加
入
し

な
か
っ
た
期
間
（
カ
ラ
期
間
）

※
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
25
年
以
上
必

要
で
す
。

②
原
則
と
し
て
65
歳
か
ら
年
金
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
例
外
と
し
て
「
繰

上
げ
請
求
」
と
「
繰
下
げ
請
求
」

の
制
度
が
あ
り
ま
す

繰
上
げ
請
求
…
希
望
す
れ
ば
60
歳
か

ら
で
も
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け

ら
れ
る
制
度

㊟
障
害
基
礎
年
金
の
請
求
が
で
き
な

い
、
寡
婦
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

な
ど
の
給
付
制
限
が
あ
り
ま
す
。

繰
下
げ
請
求
…
希
望
す
れ
ば
66
歳
以

降
に
遅
ら
せ
て
増
額
し
た
年
金
を

受
け
ら
れ
る
制
度

㊟
振
替
加
算
も
繰
下
げ
に
な
り
ま
す
。

65
歳
に
達
し
た
時
や
65
歳
以
降
に

老
齢
の
年
金
以
外
（
例
：
遺
族
厚

生
年
金
）
の
受
給
権
を
得
た
場
合

は
、
繰
下
げ
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
両
制
度
と
も
、
一
度
決
ま
っ
た
支

給
率
（
年
金
額
）
は
、
一
生
変
わ

ら
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

③
年
金
額
は
、
加
入
可
能
年
数
（
40
年

間
）
を
納
め
る
と
、
年
額
７
９
２
，

１
０
０
円
で
す
（
平
成
19
年
度
額
）

　

付
加
保
険
料
を
納
め
た
か
た
に

は
、
老
齢
基
礎
年
金
に
次
の
額
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

付
加
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保

険
料
を
納
め
た
月
数

④
老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
の
手
続

き
先

○
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
期

間
の
み
の
か
た
⇩
市
の
国
民
年
金

係
へ

○
そ
の
他
の
か
た
（
厚
生
年
金
、
第

３
号
被
保
険
者
期
間
を
有
す
る
か

た
）
⇩
熊
谷
社
会
保
険
事
務
所
へ

※
受
給
資
格
の
満
た
な
い
か
た
、
年

金
額
を
増
や
し
た
い
か
た
に
は
、

任
意
加
入
制
度
が
あ
り
ま
す
。

―
 

在
外
任
意
加
入
に
つ
い
て ―

　

海
外
に
居
住
し
た
場
合
、
国
民
年
金

は
希
望
に
よ
り
加
入
（
任
意
加
入
）
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
任
意
加
入
期
間

中
に
保
険
料
を
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎

年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
海

外
に
居
住
し
て
い
る
間
に
、
事
故
や
病

気
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
や
不
幸
に
し

て
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
保
険
料
を

納
め
て
い
る
と
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

　

出
国
前
に
、
管
轄
の
社
会
保
険
事
務

所
ま
た
は
市
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
介
護
な
ど

の
相
談
は
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
高
齢
者
の
か
た
や
そ
の
家
族
、

近
隣
に
暮
ら
す
高
齢
者
の
介
護
に
関

す
る
悩
み
や
問
題
な
ど
に
総
合
的
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

・
健
康
管
理
や
医
療
に
つ
い
て
の
相
談

・
近
所
に
引
き
こ
も
り
の
高
齢
者
が

い
る

・
訪
問
販
売
な
ど
の
消
費
者
被
害
の

相
談

・
高
齢
者
の
人
権
や
財
産
を
守
る
権

利
擁
護
の
相
談

・
高
齢
者
虐
待
の
相
談

・
成
年
後
見
制
度
の
紹
介

・
そ
の
他
、
高
齢
者
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談

●
● 

問
い
合
わ
せ 

●
●

熊
谷
社
会
保
険
事
務
所
、
市
保
険
年

金
課
、
各
総
合
支
所
市
民
環
境
課
へ

●
● 

問
い
合
わ
せ 

●
●

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
、
市

保
険
年
金
課
老
人
保
健
係
へ

●
● 

問
い
合
わ
せ 

●
●

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険

課
、
市
長
寿
福
祉
課
、
各
総
合
支
所

福
祉
健
康
課
へ



8笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市9 Fukaya City Information,2007.10,Japan

　秋の祭典「深谷市産業祭」が今年も総合体育館（深谷ビッグタートル）・仙元山公園
を会場に開催されます。市内の農畜産物や商工業品などの展示をはじめ、たくさんの
楽しいイベントが、皆さんのご来場をお待ちしています。

と　き　11月 17日㈯・18日㈰
ところ　総合体育館（深谷ビッグタートル）・仙元山公園

ご
家
族
・
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い

　

会
場
内
は
、
各
種
商
品
・
製
品
の

ほ
か
、
農
家
の
か
た
が
た
が
丹
精
込

め
て
育
て
た
、
深
谷
を
代
表
す
る
ね

ぎ
を
は
じ
め
と
す
る
新
鮮
野
菜
、
切

り
花
、
畜
産
物
の
展
示
・
販
売
ブ
ー

ス
が
目
白
押
し
で
す
。
ま
た
、
友
好

都
市
で
あ
る
新
潟
県
南
魚
沼
市
・
静

岡
県
岡
部
町
・
岩
手
県
田
野
畑
村
の

物
産
展
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を

用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

産
業
祭
に
は
無
料
送
迎
バ
ス（
特

典
付
き
）
で
お
越
し
く
だ
さ
い

　

産
業
祭
送
迎
バ
ス
は
会
場
ま
で

徒
歩
０
分
と
大
変
便
利
！

20 分ごとに運行

産

業祭
はバスで行こう！

・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  産業祭のイベントは盛りだくさん！   ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・

問い合わせと申し込み
〠366－ 0822　深谷市仲町20－ 1
深谷市産業祭実行委員会（商工振興課内）
☎574－ 6650　 574－ 6669
shoukou@city.fukaya.saitama.jp

カラオケ大会（18日㈰）
出場者募集

希望するかたは、往復はがきに ①
住所　②氏名　③年齢　④職業　⑤曲
目　⑥電話番号　を明記し、10 月 26
日㈮（必着）までに、深谷市産業祭実
行委員会へお申し込みください。
募集人員　70 人（応募者多数の場合
は抽選）
※出場の際は、曲が入っている市販の
カセットテープが必要になります。

N－ONE  GP  2007
（第 5回エヌ・ワン・グランプリ）
～麺
めん

類最強の称号を賭けた対決！～

　麺類最強の称号を
賭けた熱き戦いが再
び始まる！
　丹念に選び抜かれ
た食材と麺が、プラ
イドをかけた調理に
よって一体となる。
　麺類界の戦国時代
となった現

い

在
ま

、昨年二連覇を果たした「武州煮ぼうと
う」の三連覇なるか？
　はたまた新たなる伝説の始まりと相成るのか？
　あなたの一票が、今年の勝敗を決定する。

第 2回 第 2回 深谷市産業祭 
秋の祭典

　｢映画のまちふかや ｣にちなんで映画とピアノの美しさをテーマにした音楽会を開催します。ピ
アニスト白石光隆の華麗で壮大な音色と愉快なお話をお楽しみください。

入場料　前売り券1,500円、当日券1,800円（全席自由）
※「花の街ふかや映画祭2007」と同時開催を記念した「シネマコンサー
ト＆花の街ふかや映画祭2007」共通前売り券2,000円もあります。

販売窓口　深谷市民文化会館、花園文化会館アドニス、深谷シネマ
問い合わせ　教育委員会生涯学習課（☎572‐9581）へ

花の街ふかや映画祭 2007700720　

映画のまち ふかやふかや
芸術の秋を満喫

　｢花の街ふかや映画祭2007｣では、市内各地で『ひと、マチ、･･･家族』を描いた5本の映画上映を行います。
また、深谷レンガホールでは、応募作品135本の中から選ばれた24作品を上映する ｢インディーズ・フィ
ルム・フェスティバル ｣も開催されます。

シネマコンサート ♪ ♪♪♪

入場料　

前売り券1,000円
当日券　 1,200円

販売窓口

深谷シネマ、道の駅は
なぞの、キンカ堂

問い合わせ

深谷シネマ
（☎551‐4592）へ

夕凪の街　桜の国
～佐々部監督トーク～
とき
　10/6 ㈯ 14:00 ～
ところ
　花園文化会館アドニス

バッチギ！ LOVE&PEACE
～井筒監督トーク～
とき
　10/11㈭ 18:30 ～
ところ
　深谷市民文化会館

転校生

とき
　10/7㈰ 14:00～
ところ
　川本文化会館

恋しくて

とき
　10/8㈷ 14:00～
ところ
　埼玉工業大学

天然コケッコー

とき
　10/13㈯ 13:30 ～
ところ
　深谷市民文化会館

‐映画と音楽‐

と　き　10月 13日㈯ 午後 5時開演

出　演　白
しらいし

石 光
みつたか

隆　（ピアノ）

ところ　深谷市民文化会館小ホール

♪  演奏曲目  ♪
ｽｶﾙﾗｯﾃｨ  ：ﾋﾟｱﾉｿﾅﾀ ﾎ長調 L.23

ﾍﾞｰﾄｰﾍﾞﾝ：ﾋﾟｱﾉｿﾅﾀ第 17番ニ短調
　　　　　『ﾃﾝﾍﾟｽﾄ』op.31-2
ｱﾙﾍﾞﾆｽ   ：ｾﾋﾞｰﾘｬ op.47-3
ｼｮﾊﾟﾝ     ：夜想曲第2番変ﾎ長調 op.9-2
ほか
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ふかや必読書 30
就学前向け
「いないいないばあ」松

まつ

谷
たに

みよ子
こ

「ことばあそびうた」谷
たに

川
かわ

俊
しゅん

太
た

郎
ろう

「とこちゃんはどこ」松
まつ

岡
おか

享
きょう

子
こ

「ねずみくんのチョッキ」なかえよしを
「はらぺこあおむし」エリック・カール

小学校低学年向け
「かたあしだちょうのエルフ」おのきがく
「さっちゃんのまほうのて」たばたせいいち
「手ぶくろを買いに」新

にい

美
み

南
なん

吉
きち

「どろんこハリー」ジーン・ジオン
「ふたりはともだち」アーノルド・ローベル

小学校中学年向け
「渋沢栄一のこころざし」山

やま

岸
ぎし

達
たつ

児
じ

「長くつ下のピッピ」リンド・グレーン
「のはらうた」工

く

藤
どう

直
なお

子
こ

「花さき山」斎
さい

藤
とう

隆
りゅう

介
すけ

「100万回生きたねこ」佐
さ

野
の

洋
よう

子
こ

小学校高学年向け
「赤毛のアン」モンゴメリ
「風の又三郎」宮

みや

沢
ざわ

賢
けん

治
じ

「木を植えた男」ジャン・ジオノ
「十五少年漂流記」ジュール・ベルヌ
「ひろしまのピカ」丸

まる

木
き

俊
とし

中学生向け
「世界がもし100人の村だったら」池

いけ

田
だ

香
か

代
よ

子
こ

「夏の庭」湯
ゆ

本
もと

香
か

樹
ず

実
み

「二十一世紀に生きる君たちへ」司
し

馬
ば

遼
りょう

太
た

郎
ろう

「坊っちゃん」夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

「モモ」ミヒャエル・エンデ

一般向け
「おかあさん」サトウハチロー
「かぎりなくやさしい花々」星

ほし

野
の

富
とみ

弘
ひろ

「金子みすゞの童謡集」
「父の詫び状」向

むこう

田
だ

邦
くに

子
こ

「星の王子さま」サン・テグジュペリ

「はらぺこあおむし」
エリック・カール
（偕成社）

「さっちゃんのまほうのて」
たばたせいいち
（偕成社）

「渋沢栄一のこころざし」
山岸達児
（銀の鈴社）

「木を植えた男」
ジャン・ジオノ
（あすなろ書房）

「二十一世紀に
生きる君たちへ」
司馬遼太郎
（世界文化社）

「おかあさん」
サトウハチロー
（日本図書センター）

　

現
在
、
市
で
は
「
教
育

立
市
深
谷
」
の
創
造
に
向

け
、「
深
谷
市
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
、
市
民
と

創つ
く

る
深
谷
市
教
育
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
こ

の
た
び
、「
読
書
の
ま
ち 

ふ
か
や
」
づ
く
り
を
目
指

し
、
学
校
と
家
庭
、
地
域

と
が
連
携
し
、
望
ま
し
い

読
書
習
慣
を
形
成
す
る
こ

と
を
狙
い
と
し
て
、「
市

民
の
間
で
世
代
を
超
え
て

話
題
に
上
る
よ
う
な
本
」、

「
心
を
育
て
る
本
」、「
郷

土
・
深
谷
に
関
連
の
あ
る

本
」
と
い
う
視
点
で
、「
ふ

か
や
必
読
書
30
」
を
選
定

し
ま
し
た
。

　

読
書
は
、
言
葉
を
増

や
し
、
感
性
を
磨
き
、
表

現
力
を
高
め
、
想
像
力
を

豊
か
な
も
の
と
す
る
の
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
家
族
や
友
人
で
同
じ

本
を
読
ん
で
、
感
想
を

話
し
合
っ
た
り
、
書
い
て

み
た
り
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

　
「
ふ
か
や
必
読
書
30
」

に
選
定
さ
れ
た
本
は
、
市

立
図
書
館
や
学
校
の
図

書
室
に
そ
ろ
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

読
書
の
秋
に
、「
ふ
か

や
必
読
書
30
」
の
中
の

本
を
手
に
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

読書の秋に、
家族や友人と一緒に
「ふかや必読書30」にトライ !!

● ● ● ● ●　ふかや必読書 30　｜ BOOK ｜BOOK
ふかや必読書 30

● ● ● ● ●　渋沢栄一記念月間　｜ EVENT ｜ EVENT
渋沢栄一記念月間

　

11
月
11
日
は
、
近
代
日
本
経
済
の
父
、 

渋し
ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

の
命
日
で
す
。

　

栄
一
の
生
誕
地
・
深
谷
市
で
は
こ
の
11
月
を

「
渋
沢
栄
一
記
念
月
間
」
と
し
て
、
埼
玉
県
、

竜り
ゅ
う

門も
ん

社し
ゃ

深
谷
支
部
と
共
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　渋沢栄一の生涯や功績などを写真パネルや関係資料などにより、分かりやすく紹介する「渋沢栄一企
画展」を開催します。
　今回は、現代社会においても広く関心を持たれている「社会公共活動」について、栄一がどのような
かかわりを持ち、活動したのかを紹介します。
■ 渋沢栄一展
とき　11 月 7 日㈬～ 11 日㈰午前 10 時～午後 5時　ところ　JR 深谷駅ギャラリー 2
内容　社会公共活動について、養育院や済生会などとのかかわりなど　入場料　無料
■ 講座 
講座 とき（11月） 演題

1
10 日㈯

午後 1時～ 2時 15分 明治 43年の大水と渋沢栄一

2 午後 2時 30分～ 3時 45分 渋沢栄一を育んだ人びと

3
11日㈰

午後 1時～ 2時 15分 東京市養育院物語（栄一と定信）

4 午後 2時 30分～ 3時 45分 渋沢栄一と労働組合運動

ところ　JR 深谷駅ギャラリー 1
受講料　無料
定員　40 人（申し込み多数の場
合は抽選）

問い合わせと申し込み　希望する
講座を選び、10 月 22 日㈪までに、電話（平日午前 8時 30 分～午後 5時 15 分）またはファックス（住所・
氏名・電話番号を明記）で政策推進課（☎ 574 － 8096・ 574 － 6665）へ

※ 1講座だけの受講も可能です。申し込まれたかたには、後日はがきで詳しくご案内します。

渋沢栄一企画展 「渋沢栄一と社会公共活動」（展示＆講座）

　東京都北区にある渋沢史料館をはじめ飛鳥山にある 3つの博物館および栄一が設立に深くかかわった
日本煉

れん

瓦
が

製造株式会社のレンガにより建てられた建物（東京駅および法務省赤レンガ館）を車窓から見
学します。渋沢史料館については学芸員による解説を予定しています。
とき　11 月 24 日㈯午前 9時 30 分～午後 5時
予定コース　深谷市役所～渋沢史料館・飛鳥山博物館・紙の博物館～昼食（各自）～レンガ建築物～深
谷市役所

集合時間・場所　午前 9時・市役所本庁舎正面玄関
参加料　1,000 円（入場料・飲み物代・保険料）当日集金
定員　50 人（申し込み多数の場合は抽選）
問い合わせと申し込み　11月5日㈪までに、電話（平日午前8時30分～午後5時15分）またはファックス（住
所・氏名・電話番号を明記）で政策推進課（☎ 574 － 8096・ 574 － 6665）へ

渋沢栄一号 「渋沢栄一関連史跡巡りバスツアー」

とき　11 月 17 日㈯・18 日㈰午前
9時～午後 3時（18 日は午後 2
時まで）

ところ　総合体育館（深谷ビッグ
タートル）

内容　渋沢栄一、塙
はなわ

保
ほ

己
き

一
いち

、荻
おぎ

野
の

吟
ぎん

子
こ

など埼玉を代表する偉人
たちをパネルで紹介

入場料　無料
問い合わせ　政策推進課（平日午
前 8時 30 分～午後 5時 15 分・
☎ 574 － 8096）へ

埼玉ゆかりの偉人展 （産業祭） 栄
一
を
知
る
11
月
…
。

とき　11 月 11 日㈰午前 10
時～ 11 時

ところ　JR 深谷駅前青
せい

淵
えん

広
場（青淵は栄一の雅

が

号
ごう

）
内容　渋沢栄一座像への
献花

参加料　無料
問い合わせ　渋沢栄一記念
館（☎ 587 － 1100）へ

渋沢栄一駅前座像 献花式



■ 栗
くりはら

原恒
つねじ

治さん、小
こばやし

林泉
いずみ

さん　市内男女最高齢おめでとうございます
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　男性で市内最高齢の西大沼にお住まいの栗原恒治さん（102
歳）、同じく女性最高齢の東方にお住まいの小林泉さん（103

8 月 19日、市内東方の熊野大神社で、深谷市消防本部の

救急隊員の指導の下、心肺蘇生法やAED（自動体外式除細

動器）を用いた救命処置の講習会が行われました。参加した

皆さんは、真剣な眼
まなざ

差しで熱心に話を聞き入っていました。

■猛暑でも、深小っ子は元気いっぱい !!

■ 熊野大神社で救急救命訓練

深谷市自治会連合会は自治会員の皆さんから

新潟県中越沖地震の義援金として集めた総額

4,100,722 円を日本赤十字社に寄付しました。

　義援金は、9月 10日、國
くによし

吉会長から日本赤

十字社埼玉県支部深谷市地区長を務める新井市

長に手渡されました。

8月 19 日、深谷小学校でPTA主催の『深小っ子フェ

スティバル』が開かれました。会場では、カキ氷やカレー

が振る舞われ、総勢 500 人を超える親子が手作りのゲー

ム大会を通してふれあい、親子のきずなを深めました。

■ 自治会連合会から
新潟県中越沖地震に義援金

広報ふかやアンケート

　現在、市ホームページ・市モバイルサイトに
おいて『広報ふかやについて』のアンケートを
行っています。ご協力をお願いいたします。

■フリーモントへ中学生10人が派遣されました
　7月 24 日から 31 日まで、市内 10 校の代表生徒 10 人

がフリーモント市とその近郊でのホームステイを通して、さ

まざまな体験をしました。

　サヨナラパーティーでは女子生徒は浴衣を着て参加し、用

意した剣道、お手玉、歌などの出し物を披露し、和やかなムー

ドの下、親睦を深めながら、別れを惜しみました。　

歳）のお二人へ、市から記念品をお贈り
いたしました。
　栗原さんは 80年間日記を書き続けて
いて、それが健康の秘

ひけつ

訣とお話いただき
ました。
　お二人とも、いつまでもお元気で！

新井市長と懇談する栗原さん　　　　　　　毎日つけている日記帳

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

犬
の
散
歩
の
必
需
品

「
マ
ナ
ー
、
シ
ャ
ベ
ル
、
ゴ
ミ
袋
」

　

犬
の
散
歩
で
、
一
番
の
問
題
と

な
る
の
が
、
フ
ン
の
後
始
末
で
す
。

道
端
に
放
置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン
は
、

人
々
を
不
快
な
気
分
に
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、フ
ン
に
土
を
か
ぶ
せ
て「
フ

ン
を
土
に
還か

え

す｣

と
い
う
の
も
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

犬
の
フ
ン
は
、
簡
単
に
分
解
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
伝
染
病
を
引
き

起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

散
歩
中
に
犬
が
フ
ン
を
し
た
ら
必

ず
シ
ャ
ベ
ル
で
す
く
い
、
ゴ
ミ
袋
に

入
れ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
シ
ャ
ベ
ル
や
袋
を
持
つ
の

STOPポイ捨て

　

市
内
の
多
く
の
場
所
で
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
に
よ
る
ゴ
ミ

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶
の
ポ
イ
捨

て
な
ど
、
一
部
の
市
民
の
迷
惑
行
為
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
は
ま
ち
を
汚
す
原
因
の
一
つ

で
あ
る
と
と
も
に
、
田
ん
ぼ
や
畑
に
投
げ

捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や
空
き
瓶
な
ど
は
、

は
格
好
だ
け
と
い
う
人
も
見
掛
け

ま
す
が
、
責
任
を
持
っ
て
片
付
け
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
が
犬
を
飼
う
上
で
の

最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。

　

犬
の
散
歩
の
と
き
は
、
必
ず
「
マ

ナ
ー
」、「
シ
ャ
ベ
ル
」、「
ゴ
ミ
袋
」

の
３
点
セ
ッ
ト
を
持
っ
て
出
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
深
谷
狂
犬
病
予
防
協
会
で

は
、
犬
の
フ
ン
の
持
ち
帰
り
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
シ
ー
ル
（
下
参
照
）
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

ご
希
望
の
か
た
に
は
無
償
で
差
し

上
げ
ま
す
。

農
作
業
の
際
に
け
が
を
す
る
原
因
に
も
な

り
ま
す
。

　

市
で
は
合
併
と
同
時
（
旧
深
谷
市
で
は

平
成
15
年
10
月
）
に
「
く
ら
し
の
環
境
美

化
条
例
」
を
制
定
し
、
こ
れ
ら
の
迷
惑
行

為
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
景
観
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ

く
る
た
め
、
自
分
の
ゴ
ミ
は
責
任
を
も
っ

て
、
適
切
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

マナー向上

問
い
合
わ
せ

　

く
ら
し
い
き
い
き
課

（
☎
５
７
４
‐
６
６
３
３
）
へ

■市ホームページ　 http://www.city.fukaya.saitama.jp/
■市モバイルサイト　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
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歯
（
入
れ
歯
）
や
歯
ぐ
き
の
こ
と

で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

寝
た
き
り
な
ど
で
、
歯
科
医
院
を

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
た
を

対
象
に
、
自
宅
で
歯
科
健
診
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
口
の
中
の
手
入
れ
に
つ

い
て
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

内
容　

歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、

自
宅
で
歯
科
健
診
『
在
宅
歯
科
訪
問
』

埼
玉
県
障
害
者
歯
科
相
談
医
に
つ
い
て

相談医氏名 歯科病医院名 地区 電話
武井　勝彦 藤野木歯科医院 藤野木 574-7250
大浜　豊　 大浜歯科医院 東方 573-8266
鳥海　龍徳 スマイル歯科クリニック 上柴町西 575-1118
峰岸　秀夫 峰岸歯科医院 緑ケ丘 573-8371
宮本　和彦 宮本歯科医院 西島町 571-0595
飯野　金一 飯野歯科医院 田所町 571-0781
中島　章富 中島歯科医院 栄町 573-8849
河田　清寛 河田歯科医院 岡 585-2267
鈴木　正浩 すずき歯科医院 長在家 583-6789
藤野　悦男 藤野歯科医院 畠山 583-3568

埼玉県障害者歯科相談医（表１）

歯科病医院名 地区 電話
宮本歯科医院 西島町 571-0595

西島歯科クリニック 西島町 575-2929
上武歯科医院 中瀬 587-3970
坂本歯科医院 萱場 573-0848
原口歯科医院 桜ケ丘 573-8881

かごはら南口歯科クリニック 東方 575-3718
いとう歯科医院 上野台 575-4100
佐々木歯科診療所 田中 583-2636
藤野歯科医院 畠山 583-3568
すずき歯科医院 長在家 583-6789

車いすでの診療に対応可能な歯科医院（表2）

※まずは、お電話でご相談ください

障
害
の
あ
る
か
た
で
、
掛
か
り

付
け
歯
科
医
が
な
く
、
歯
の
こ
と

で
お
困
り
の
か
た
、
地
域
の
障
害

者
歯
科
相
談
医
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
（
表
１
）。

ま
た
、
車
い
す
で
も
受
診
可
能

な
歯
科
医
院
（
平
成
19
年
８
月
現

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）、

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
５
７
３

‐
６
５
０
１
）
へ

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

深
谷

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
７
５

‐
１
１
０
１
）、
岡
部
福
祉
健
康

課
（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
健
康
課(

☎
５
８
３
‐

２
５
３
２)

、
花
園
福
祉
健
康
課

（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
３
）
へ

保
健
師
な
ど
が
訪
問
し
、
歯
科
健

診
、
口
の
中
の
手
入
れ
の
仕
方
の

指
導
を
行
い
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
か
た
で
、
家
庭

に
お
い
て
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ

る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
通
院
で

き
な
い
か
た

※
体
に
障
害
の
あ
る
か
た
に
つ
い
て

は
、
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費
用　

無
料

在
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
お
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
表
２
）。

車
い
す
で
の
通
院
手
段
で
お
困
り

の
か
た
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
車
い
す
の
ま
ま

乗
降
で
き
る
車
の
ご
利
用
が
で
き
ま

す(

要
相
談
・
条
件
あ
り)

。

のトラブル歯解決 !

 男女共同参画
だんだん徐々に

～時代を拓
ひら

いた深谷の女性たち～

　戦後 60年が過ぎ、現在では女性がさまざまな分野で活躍していますが、実際に社会で力を発揮
できるまでの道のりは容易なものではありませんでした。何人もの先駆者が、勇気を持って古い制
度と闘い、自力で勝ち取ったのです。その先人の築いた基礎の上に、今も続く努力を積み重ねた結果、
女性の可能性を認めさせてきたのでした。
　当市にも時代を切り拓いていった女性たちがいます。ここでは、その中の 3人を紹介します。

◎尾高 ゆう（おだか ゆう）◎尾高 ゆう（おだか ゆう）
　官営富岡製糸場の伝習工女第 1号となる。彼女に続いた伝習工女た　官営富岡製糸場の伝習工女第 1号となる。彼女に続いた伝習工女た
ちにより製糸の技術が各地に広まり、日本の近代産業の発展に貢献した。ちにより製糸の技術が各地に広まり、日本の近代産業の発展に貢献した。
◎北川 千代（きたがわ ちよ）◎北川 千代（きたがわ ちよ）
　大正から昭和期を代表する児童文学作家。自らの経験に基づいた深谷　大正から昭和期を代表する児童文学作家。自らの経験に基づいた深谷
を描いた作品や、ヒューマニズムにあふれ心温まる短編が多く、社会のを描いた作品や、ヒューマニズムにあふれ心温まる短編が多く、社会の
矛盾や不平等を作品にした。矛盾や不平等を作品にした。
◎生沢 クノ（いくざわ くの）◎生沢 クノ（いくざわ くの）
　日本で第2番目の女医。女性への医師試験の開放を粘り強く働きかけ、　日本で第2番目の女医。女性への医師試験の開放を粘り強く働きかけ、
医師となった後は、女性と地方の医療に力を尽くした。医師となった後は、女性と地方の医療に力を尽くした。

男女共同参画に関するお問い合わせは、
L・フォルテ（人権政策課男女共同参画係・☎ 573－4761・火曜日休館）へ

　なお、3人の功績については、市ホームページでより詳しく紹介しています。
http://www.city.fukaya.saitama.jp/lforte/joseisenkusya.html

　また、現在Ｌ・フォルテでは、この 3人のパネル展示を行っていますので、ぜひお越しください。

心の広場

  い
や
な
気
も
ち
に
な
っ
た
日

明
戸
小
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　

 

　

中
村　

鴻
太

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

ぼ
く
は
、
小
学
校
に
入
る
前
は
、
東
京

に
す
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
よ
う
ち
園
の
友
だ
ち
に
、

い
じ
わ
る
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ぼ
く
の
こ
と
を

「
チ
ビ
、
チ
ビ
。」

と
言
っ
て
、
キ
ッ
ク
や
パ
ン
チ
を
し
て
く

る
の
で
す
。
一
人
が
言
う
と
、
何
人
か
の

友
だ
ち
が
ま
ね
を
し
て
い
や
な
こ
と
を
す

る
の
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
な
み
だ
が
出
そ
う
に
な
り
ま

し
た
。

「
や
め
て
よ
。」

と
言
っ
て
も
や
め
て
く
れ
な
い
の
で
、
や

り
か
え
そ
う
と
し
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ

も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
が
ま
ん
し

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
ま
い
日
ま

い
日
つ
づ
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
に
話
そ
う
と
し
た
け
れ
ど
、

よ
わ
虫
と
思
わ
れ
そ
う
で
言
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
い
つ
も
い
つ
も
い
じ
め
ら
れ
つ
づ

け
る
う
ち
に
、
ぼ
く
は
、
だ
ん
だ
ん
よ
う

ち
園
に
行
き
た
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

朝
、
い
や
だ
と
な
き
ま
し
た
が
、
お
父

さ
ん
と
お
母
さ
ん
に

「
行
か
な
き
ゃ
だ
め
だ
よ
。
が
ん
ば
っ
て

ね
。」

と
、
は
げ
ま
さ
れ
、
が
ま
ん
し
て
よ
う
ち

園
に
行
き
ま
し
た
。
友
だ
ち
の
い
じ
わ
る

は
、
だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
ぼ
く
の
い
か
り
は
、
と
う
と

う
ば
く
は
つ
し
ま
し
た
。

「
や
め
ろ
ー
！
」

と
、
思
い
っ
き
り
強
く
言
い
ま
し
た
。
友

だ
ち
は
、
す
こ
し
び
っ
く
り
し
た
よ
う
な

か
お
を
し
て
、
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
も
う
い
じ
わ
る

を
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
あ
の
時
ど
う
し
て
あ
ん
な
に

強
く
言
え
た
の
だ
ろ
う
と
か
ん
が
え
ま
し

た
。そ
れ
は
、い
つ
も
心
が
お
も
く
て
ス
ッ

キ
リ
し
な
い
気
も
ち
と
、
こ
れ
か
ら
ず
っ

と
い
じ
め
ら
れ
る
の
は
、
も
う
ぜ
っ
た
い

に
い
や
だ
、
と
い
う
強
い
気
も
ち
か
ら
で

し
た
。
ぼ
く
は
、
ゆ
う
気
を
出
し
て
言
っ

て
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
も
し
、
友
だ
ち
が
い
じ
め

ら
れ
て
い
た
ら
、
ぜ
っ
た
い
に
た
す
け
た

い
で
す
。
ぼ
く
の
よ
う
な
気
も
ち
に
さ
せ

た
く
な
い
か
ら
で
す
。
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休日急患診療所 こども夜間診療所

 10月 7日・8日・14日・21日・28日
診療日

10月 6日・7日・8日・13日・14日・20日
21日・27日・28日

 11月 3 日・4日・11日・18日・23日・25日 11月 3日・4日・10日・11日・17日・18日
23日・24日・25日

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時
内科・小児科・外科 診療科目 小児科・内科
診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です
※携帯電話から検索できます　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

1617
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事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 10 月 9 日㈫
11 月 13 日㈫

（受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査

10 月 16 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　5月 25 日～  6 月  5 日生まれ

10 月 30 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　6月  6 日～  6 月 15 日生まれ

11 月 9 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　6月 16 日～  6 月 22 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

10 月 18 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年   3 月 16 日～  3 月 31 日生まれ

11 月 1 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年   4 月  1 日～  4 月 15 日生まれ

3歳児健康診査
10 月 19 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 16 年   3 月 12 日～  3 月 31 日生まれ

11 月 8 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 16 年   4 月  1 日～  4 月 15 日生まれ

乳幼児相談 10 月 22 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 10 月 22 日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

ポリオ
10 月 22 日㈪

23 日㈫
（受け付け：午後 1時～ 2時） 初回

深谷区域の平成 19 年   1 月  1 日～  3 月 31 日生まれ
 ■会場は総合健診センターです

健康・不妊・
介護・禁煙相談

毎週月～金曜日
（祝日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 ※要電話予約

こころの健康相談 10 月 17 日㈬ 午後 2時～ 3時 50 分
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

BCG接種
10 月 15 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時）

深谷・岡部区域の平成 19 年 6 月 16 日～  7 月 15 日生まれ
 ■会場は総合健診センターです

マタニティ教室
11 月 2 日㈮

9日㈮
17 日㈯

（受け付け：午前 9時 30 分～、
17 日は午前 9時 20 分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

成人健康相談 10 月 17 日㈬ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分 市内にお住まいのかた

●深谷市保健センターの保健事業　（☎575― 1101）

事業名 実施日時など 対象者など
4か月児健康診査 10 月 25 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 川本・花園区域の平成 19 年 5 月・ 6 月生まれ

3歳児健康診査 10 月 30 日㈫　（受け付け：午後 1時～ 2時） 川本・花園区域の平成 16 年 3 月・ 4 月生まれ

乳幼児相談 10 月 10 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 10 月 10 日㈬ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

BCG接種

10 月 4 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
川本・花園区域の平成 19 年 6 月生まれ

 

■会場は川本保健センターです
11 月 2 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）

川本・花園区域の平成 19 年 7 月生まれ
 

■会場は花園保健センターです

●川本保健センターの保健事業　（☎583― 2532）　川本福祉健康課

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

とき 休日診療医院名 問い合わせ
10月 7日㈰ 吉田眼科医院 ☎ 585 － 2054
10月14日㈰ 清水眼科医院 ☎ 581 － 0378

●岡部保健センターの保健事業　（☎585― 2214）　岡部福祉健康課

事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 10 月 23 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

1歳 6か月児
健康診査 10 月 24 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 岡部区域の平成 18 年 2 月・ 3 月生まれ

乳幼児相談
10 月 22 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分

午後  1 時～  4 時 未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

 ■会場はおかべ子育て支援センター（みらい幼児園内）です

子育ての広場
10 月 22 日㈪ 午前 10 時～午後 4 時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の

交流の場としてお部屋を開放
 ■会場はおかべ子育て支援センター（みらい幼児園内）です

BCG接種
10 月 15 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時）

岡部・深谷区域の平成 19 年 6 月 16 日～  7 月 15 日生まれ
 ■会場は総合健診センターです

事業名 実施日時など 対象者など

4か月児健康診査
10 月 25 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時）

花園・川本区域の平成 19 年 5 月・ 6 月生まれ
 

■会場は川本保健センターです 

3歳児健康診査
10 月 30 日㈫　（受け付け：午後 1時～ 2時）

花園・川本区域の平成 16 年 3 月・ 4 月生まれ
 

■会場は川本保健センターです 

乳幼児相談 10 月 1 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 10 月 1 日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

BCG接種

10 月 4 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
花園・川本区域の平成 19 年 6 月生まれ

 

■会場は川本保健センターです
11 月 2 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）

花園・川本区域の平成 19 年 7 月生まれ
 

■会場は花園保健センターです

ポリオ 11 月 7 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 初回：花園区域の平成 19 年 1 月～  6 月生まれ
追加：花園区域の平成 18 年 7 月～ 12 月生まれ

マタニティ教室
10 月 5 日㈮

11 日㈭
20 日㈯

（受け付け：午前 9時 30 分～、
20 日は午前 9時 20 分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

老人健康相談
10 月 18 日㈭ 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

市内にお住まいのかた
 

■会場は花園荘です 

※変更になる場合があります　

●花園保健センターの保健事業　（☎584― 1123）　花園福祉健康課

休日急患の診療

とき 休日診療医院名 問い合わせ
10月21日㈰ 花園耳鼻咽喉科医院 ☎ 584 － 6512
10月28日㈰ 石川医院耳鼻咽喉科 ☎ 571 － 0038
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募　

集

募　

集

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

里
親
と
は
、
病
気
や
家
庭
の
事
情
な
ど
何

ら
か
の
理
由
で
、
親
が
子
ど
も
を
育
て
ら
れ

な
い
場
合
に
、
一
時
的
ま
た
は
継
続
的
に
子

ど
も
を
預
か
り
、
育
て
る
人
の
こ
と
で
す
。

近
年
、
何
ら
か
の
事
情
で
保
護
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
健

や
か
に
育
つ
た
め
に
は
、
温
か
い
環
境
の
中

で
過
ご
す
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

里
親
に
な
る
に
は　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
特
別
な
資

格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
熊
谷
児
童
相
談
所

や
児
童
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
里
親
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県

こ
ど
も
安
全
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.sa
ita
m
a
.lg
.jp

/A
0
3
/B
G
0
0
/sa
to
o
ya
.h
tm
l

）
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
児
童
相
談
所
（
☎

５
２
１
‐
４
１
５
２
）、
ま
た
は
児
童

課
（
☎
５
７
４
‐
６
６
４
６
）
へ

深
谷
市
の
水
道
検
針
票
裏
面
の
広
告
主
を

募
集
し
ま
す

　

水
道
検
針
票
は
、
２
か
月
に
一
度
各
ご

家
庭
に
配
ら
れ
、
年
間
に
配
布
さ
れ
る
枚

数
は
、
深
谷
市
で
は
約
32
万
枚
に
も
な
り

ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
、
こ
の
検
針
票
の
裏
面

を
広
告
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
広
告
主
を
募

集
し
ま
す
。

受
付
期
間　

10
月
15
日
㈪
〜
11
月
９
日
㈮

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

水
道
部
営
業

課
料
金
係
（
市
役
所
第
２
庁
舎
内
・
☎

５
７
４
‐
６
６
６
０
）
へ

※
こ
の
裏
面
が
広
告
ス
ペ
ー
ス
に
な
り
ま
す

（
大
き
さ
・
縦
１
９
０
㎜
×
横
79
・
５
㎜
）。

講　

座

講　

座

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座

　

自
分
の
「
心
の
健
康
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

11
月
４
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
研
修
室
Ａ

内
容　

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法
、
不
安
を

軽
く
す
る
方
法
な
ど

講
師　
中な

か

江え

亮り
ょ
う

太た

氏
（
精
神
保
健
福
祉
士
）

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

10
月
10
日

㈬
午
前
９
時
か
ら
直
接
、
ま
た
は
電

話
で
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
☎
５
７
３
‐

４
７
６
１
・
火
曜
日
休
館
）
へ

※
託
児
有
り
（
２
歳
以
上
就
学
前
ま
で
）。

ご
希
望
の
か
た
は
申
し
込
み
の
際
に
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

女
性
の
た
め
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

（
県
と
の
共
催
事
業
）

　

将
来
再
就
職
の
た
め
に
準
備
を
始
め

た
い
と
い
う
か
た
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
た
い
か
た
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
５
日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
軽
運
動
室

内
容　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
解
を
深

め
、
ス
キ
ル
を
体
得
し
、
よ
り
良
い
人
間

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

講
師　

武む

川か
わ

加か

留る

子こ

氏

受
講
料　

無
料

定
員　

40
人

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

10
月
10
日

㈬
午
前
９
時
か
ら
直
接
、
ま
た
は
電

話
で
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
☎
５
７
３
‐

４
７
６
１
・
火
曜
日
休
館
）
へ

※
託
児
有
り
（
２
歳
以
上
就
学
前
ま
で
）。

ご
希
望
の
か
た
は
申
し
込
み
の
際
に
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

「
知
っ
て
お
き
た
い
年
金
の
し
く
み
」

　
「
年
金
制
度
を
知
る
こ
と
で
、
自
身
や
夫
婦

の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

11
月
11
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
研
修
室
Ａ

内
容　
年
金
制
度
の
し
く
み
（
基
礎
編
）、
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
（
生
活
環
境
の
変
遷
）
と

年
金
と
の
関
わ
り
、
年
金
最
新
情
報
な
ど

講
師　

寺て
ら

山や
ま

良よ
し

子こ

氏（
社
会
保
険
労
務
士
）

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

10
月
10
日

㈬
午
前
９
時
か
ら
直
接
、
ま
た
は
電

話
で
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
☎
５
７
３
‐

４
７
６
１
・
火
曜
日
休
館
）
へ

※
託
児
有
り
（
２
歳
以
上
就
学
前
ま
で
）。

ご
希
望
の
か
た
は
申
し
込
み
の
際
に
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
深

谷
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
で
、
各
対
象
要

件
を
満
た
す
か
た

定
員　

各
講
座
先
着
18
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

10
月
23
日
㈫

午
前
８
時
30
分
か
ら
、
参
加
料
を
添
え

て
深
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
深
谷
公

民
館
（
☎
５
７
１
‐
０
５
０
６
）
へ

講座名 内　　容 と　き（11月） 対　　象

年賀状作成講座 WORDを使って年賀状の文面を作成する 5日㈪ 午後1時 30分
～ 4時 30分 日本語入力ができるかた

パソコン入門 コンピューターの起動、日
本語の入力

7日㈬
8日㈭

午前 9時
～正午のんびり入力 簡単な作品を作りながら、

日本語入力をマスターする
12日㈪
13日㈫

パソコン入門受講済みまた
は同レベルのかた

年賀状作成講座 WORDを使って年賀状の文面を作成する 22日㈭

日本語入力ができるかた

新Excel 入門 表の作成、計算式と関数
の入力など

27日㈫
28日㈬

午後1時 30分
～ 4時 30分

家
庭
犬
し
つ
け
教
室

と
き　
12
月
１
日
㈯
（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
）

講
習
＝
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
犬
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
＝
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

熊
谷
保
健
所
深
谷
分
室

対
象　

家
庭
犬
の
し
つ
け
に
興
味
の
あ
る

か
た
（
た
だ
し
、
平
成
19
年
度
狂
犬
病

予
防
注
射
が
教
室
開
催
日
ま
で
に
済
ん

で
い
る
こ
と
）

参
加
料　

５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈬
ま
で

定
員　

20
組（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

深
谷
狂
犬
病

予
防
協
会
事
務
局
（
く
ら
し
い
き
い
き

課
・
☎
５
７
４
‐
６
６
３
３
）
へ

精
神
障
害
者
家
族
心
理
教
室

　

精
神
障
害
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や

家
族
の
対
応
の
仕
方
を
学
び
、
仲
間
づ
く

り
を
し
て
い
く
場
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

とき 内容

【1日目】
11月 20日㈫

午後 2時～ 4時
講話（医師）
「統合失調症への正しい知識を深める」
質疑応答

【2日目】
11月 27日㈫

午後 1時 30分
～ 3時 30分

講話（精神保健福祉士）
「家族の接し方、病院との上手なつきあい方について」
質疑応答

【3日目】
12月 4日㈫ 午前 9時 30分

～ 11時 30分

市内家族会代表者の話
小規模地域生活支援センター「それいゆ」見学
家族心理教室参加者同士の交流会

【4日目】
12月 19日㈬

社会参加サポート教室「パンヤオ」見学参加
家族心理教室参加者同士の交流会

と
こ
ろ　
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室
（
３
日
目
は
見
学
会
場
に
集
合
し
ま
す
）

対
象　

市
内
在
住
で
、
医
師
の
診
察
を
受

け
、
統
合
失
調
症
と
診
断
さ
れ
た
か
た
を

も
つ
家
族
の
か
た
（
昨
年
度
ま
で
の
同
教

室
に
参
加
さ
れ
た
か
た
に
限
り
ま
す
）

相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育
子どもの非行や不登校、
いじめなど、学校生活上
の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456

フリーダイヤル・ 0120－4－78374　 e-net@city.fukaya.saitama.jp
家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校などの
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

10 月 3日㈬・17 日㈬ 、11 月 7 日㈬ 
午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633
10 月 18 日㈭、11 月 15 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
10 月 10 日㈬、11 月 14 日㈬
午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
10 月 2 日㈫、11 月 6日㈫
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

法律相談
相続、離婚、金銭貸借、
商取引などの法律に関す
ること

毎週火曜日（祝日を除く）午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

10 月 4 日㈭、12 月 6日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
11 月 16 日㈮、 1月 18 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
10 月 19 日㈮、12 月 21 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝市民相談員 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週水・金曜日（祝日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝くらしいきいき課職員 電話により随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士による税一般に関す
る相談

10 月 22 日㈪
午前 10 時～午後 4時　担当＝税理士会会員 市役所西別館 201 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

人権
人権擁護委員による、生活
全般で感じた人権上の困り
ごとや悩みの相談

10 月 10 日㈬
午前 10 時～午後 3時 市役所西別館 301 会議室 人権政策課

☎ 574 － 6643
10 月 20 日㈯
午前 10 時～午後 3時 Ｌ・フォルテ２階相談室 Ｌ・フォルテ

☎ 573 － 4761
L・フォルテ

相談室 心や体、ＤＶの悩みなど 10 月 20 日㈯
午前 11 時～午後 3時　予約制 Ｌ・フォルテ 2階研修室Ｂ Ｌ・フォルテ

☎ 573 － 4761

内職・就職・
求人

・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月・木曜日＝午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝日を除く）　内職・就職は予約制

産業会館３階商工振興課隣の
会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介
など

10 月 4日㈭・21 日㈰、11 月 1日㈭
午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

各　種　無　料　相　談各　種　無　料　相　談

相談名 内容 検査 とき ところ 問い合わせ

エイズ相談・
　　　エイズ検査

エイズなどに関する相談と血液
検査　予約制
※原則無料・匿名可
※即日検査は採血後60分で結果が
分かります
※通常検査ではＢ・Ｃ型肝炎、梅毒
検査（無料）、クラミジア検査（有料）
も受検できます

エイズ即日検査 10 月 4日㈭、11 月 1日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ検査（夜間） 10 月 4日㈭、11 月 1日㈭
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

通常検査
10 月 23 日㈫、11 月 27 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

精神保健福祉相談 精神科医師による精神保健福祉
に関する相談　予約制

11 月 13 日㈫、1月 8日㈫
午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談　予約制 毎月第 1・第 3水曜日
午後 1時～ 4時

県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
　　交通事故相談 家庭の困りごとや交通事故相談 毎週月～金曜日

午前 9時～午後 4時
県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506（県民相談）
☎ 521 － 7300（交通事故相談）

暮らしの
アドバイス
相談

■ 深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）■ 深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）　　
 　虐待が疑われる子どもを見つけた場合は、 ホットライン（☎574－ 3000）へご連絡ください。
■ L・フォルテ子育て支援軽運動室開放■ L・フォルテ子育て支援軽運動室開放
 　子育て中のかた、お子さんを一緒に遊ばせたり、情報交換をしたりしませんか？
とき　毎週水曜日午後１時～４時　ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室　対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎ 573 － 4761・火曜日休館）へ
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彩
夏
到
来
08
埼
玉
総
体　

深
谷
市
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）
競
技
の
会
場
地
で
す
。
開
催
期
間　

平
成
20
年
７
月
28
日
㈪
〜
８
月
３
日
㈰　

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
５
５
１
ー
４
８
０
２
）
へ

は
本
庁
舎
の
み
午
後
７
時
15
分
ま
で
）

ま
で
に
、
児
童
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福

祉
健
康
課
へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
保
育
に
欠
け
る
こ
と
の
証
明
書
な

ど
も
同
時
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
用
紙
の
配
布
は
11
月
１
日
㈭
か
ら
で
す
。

※
申
し
込
み
は
期
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
込
時
に
は
窓
口
で
入
園
希
望
児
童
の
様

子
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
可
能
な

限
り
お
子
さ
ん
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
６
）
へ

ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
手
帳
を
無
料
配

布
し
ま
す

　
「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
手
帳
〜
医
療
機

関
で
の
受
診
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
〜
」

は
、
障
害
者
本
人
の
情
報
や
苦
手
な
こ
と
、

受
診
時
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
、
お
よ
び

掛
か
り
付
け
医
の
情
報
な
ど
を
記
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
か
た
が
医
療

機
関
に
お
い
て
円
滑
に
受
診
す
る
た
め
の

手
帳
で
す
。
な
お
、
こ
の
手
帳
に
よ
り
受

診
時
の
優
遇
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
の
障
害
者
で
配
布
を
希
望
さ

れ
る
か
た

配
布
場
所　

障
害
福
祉
課
お
よ
び
各
総
合

支
所
福
祉
健
康
課

問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課
（
☎
５
７
１

‐
１
０
１
１
）
へ

そ
の
他

そ
の
他

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

次
の
工
事
店
を
新
た
に
深
谷
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
指
定
し
ま
し
た
。

・ 

有
限
会
社
新
成
建
設
（
本
庄
市
・
☎

０
４
９
５
‐
24
‐
３
５
７
４
）

・ 

株
式
会
社
い
の
う
え
工
務
店
（
秩
父
郡
小

鹿
野
町
・
☎
０
４
９
４
‐
75
‐
２
５
１
０
）

・ 
ツ
カ
サ
エ
ン
ジ
ニ
ァ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス（
深

谷
市
・
☎
５
７
２
‐
７
１
３
８
）

問
い
合
わ
せ　
水
道
工
務
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
６
１
）
へ

違
反
建
築
な
く
そ
う
運
動

　

10
月
９
日
㈫
〜
18
日
㈭
の
期
間
で
「
違

反
建
築
な
く
そ
う
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
期
間
に
違
反
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
ほ

か
、
法
令
説
明
会
・
無
料
耐
震
診
断
を
開

催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
15
日
㈪
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

熊
谷
市
立
勤
労
会
館

問
い
合
わ
せ　

開
発
指
導
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
５
５
）
へ

ご
存
知
で
す
か
「
行
政
相
談
週
間
」

　

10
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰
は
「
行
政
相
談

週
間
」
で
す
。
当
市
で
も
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
定
期
的
に

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容　

道
路
、
税
金
、
公
的
年
金
、

社
会
保
険
、
労
働
問
題
な
ど
の
国
の
行

政
や
、
登
記
・
相
続
、
官
公
署
提
出
な

ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
、
意
見
・

要
望
な
ど

ところ とき

市役所本庁舎
市民相談室

毎月第 1・3水曜日
午前 9時～正午

岡部総合支所
会議室

毎月第 3木曜日
午後 1時 30分～ 4時

川本総合支所
相談室

毎月第 2水曜日
午前 9時～正午

花園総合支所
会議室

毎月第 1火曜日
午後 1時 30分～ 4時

問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
い
き
い
き
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
３
３
）
へ

■ 

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

20笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者

募
集
人
員　

先
着
25
人

内
容　

除
伐
体
験
、
原
木
市
場
・
製
材
所

の
見
学

参
加
料　

１
，
０
０
０
円
（
バ
ス
代
）

※
昼
食
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

10
月
３
日
㈬
午
前
９
時
か
ら

各
図
書
館
窓
口
へ

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎
５
７
９

‐
１
３
３
３
）
へ

■
図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
10
月
〕
＝
１
日
㈪
・
２
日
㈫
・
９
日

㈫
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪
・

30
日
㈫
（
シ
ス
テ
ム
入
れ
替
え
の
た

め
臨
時
休
館
）・
31
日
㈬

〔
11
月
〕
＝
５
日
㈪
・
12
日
㈪
・
19
日
㈪
・

26
日
㈪
・
27
日
㈫
・
30
日
㈮

■
秋
の
特
別
整
理
休
館
（
蔵
書
点
検
）

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

深
谷
市
立
図
書
館
＝
11
月
14
日
㈬
〜
18

日
㈰
、
岡
部
・
川
本
・
花
園
図
書
館

＝
10
月
17
日
㈬
〜
21
日
㈰

■
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.lib
.c
ity.fu

k
a
ya
.s
a
i

ta
m
a
.jp
/生　

活

生　

活

平
成
20
年
度
保
育
園
入
園
・
公
立
学

童
保
育
室
入
室
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
保
育
園
入
園
、
公
立
学
童
保

育
室
入
室
申
し
込
み
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
募
集
人
員
な
ど
の
詳
細
は
11
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
が
、
事
前
に
用
紙
を
児
童
課
、
各

総
合
支
所
福
祉
健
康
課
、
各
保
育
園
、
各
公
立

学
童
保
育
室
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
し
て
い
た
だ
き
、
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み　
12
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
、
祝
休
日
を
除
く
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
毎
週
木
曜
日

対
象　

幼
児
か
ら
一
般
市
民
（
市
内
在
住

在
勤
者
）

募
集
人
員　

90
人

申
し
込
み　
10
月
12
日
㈮
〜
14
日
㈰
の
午

前
９
時
か
ら
、
１
日
先
着
30
人
分
の
整

理
券
を
配
布
し
ま
す
。
団
体
で
の
申
し
込

み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
所
定
の
申
込
用

紙
１
人
１
枚
３
人
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

と
き　

10
月
10
日
㈬
午
前
11
時
〜

■
お
は
な
し
会

と
き　

10
月
27
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
（
☎
５
７
１

‐
８
２
１
０
）
へ

岡
部
図
書
館

■
こ
ど
も
映
画
会

と
き　

10
月
13
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

岡
部
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

内
容
（
映
画
）　
「
く
ま
の
お
い
し
ゃ
さ

ん
」・「
北
風
の
く
れ
た
テ
ー
ブ
ル
か
け
」

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎
５
８
５

‐
５
９
６
８
）
へ

川
本
図
書
館

■
お
は
な
し
会

と
き　

10
月
13
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

対
象　

５
歳
く
ら
い
〜
小
学
校
低
学
年

問
い
合
わ
せ　

川
本
図
書
館
（
☎
５
８
３

‐
６
２
５
０
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
子
ど
も
お
は
な
し
・
映
画
会

と
き　

10
月
14
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

内
容
（
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
と
映
画
）　
「
忍

た
ま
乱
太
郎
の
が
ん
ば
る
し
か
な
い

さ
３
」、「
ま
け
る
な
チ
ッ
チ
」

■
お
は
な
し
玉
手
箱
（
お
は
な
し
会
）

と
き　

10
月
14
日
㈰
午
後
３
時
〜

■
木
づ
く
り
探
検
隊　

鐘か
ね

撞つ
き

堂ど
う

山さ
ん

ふ
る
さ

と
の
森
で
除じ

ょ

伐ば
つ

（
不
要
な
樹
木
を
取
り

除
く
）
作
業
を
体
験
し
よ
う

と
き　

11
月
14
日
㈬
（
県
民
の
日
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　
鐘
撞
堂
山
（
武
蔵
野
地
内
）
ほ
か

　

深
谷
市
で
は
、
年
間
５
０
０
台
を
超
え

る
放
置
自
転
車
が
発
生
し
、
歩
行
者
、
車

い
す
利
用
者
の
通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
や
、
周
辺
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
要
因

と
な
る
こ
と
か
ら
も
、
放
置
自
転
車
へ
の

早
急
な
解
決
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
自
転
車
利
用
の
マ
ナ
ー

を
守
り
、
放
置
自
転
車
の
発
生
し
な
い
、

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

◇
自
転
車
の
防
犯
登
録
は
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す

　

盗
難
や
置
き
忘
れ
な
ど
の
と
き
、
防
犯

登
録
か
ら
持
ち
主
を
探
し
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
だ
、
登
録
が
お
済
み
で
な
い

か
た
は
、
早
め
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

　

防
犯
登
録
の
手
続
き
は
、「
自
転
車
防

犯
登
録
取
扱
店
」
と
表
示
の
あ
る
自
転
車

販
売
店
で
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
課

（
☎
５
７
４
‐
８
８
６
１
）
へ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
読
書
週
間
行
事

〜
深
谷
の
民
話
〜

　

市
内
各
地
区
に
伝
わ
る
民
話
や
伝
承
に

つ
い
て
の
展
示
・
図
書
の
紹
介
・
貸
し
出

し
を
行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
27
日
㈯
〜
11
月
９
日
㈮
（
図

書
館
休
館
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　
市
立
図
書
館
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
前

※
10
月
28
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜
・
３
階

展
示
室
で
「
深
谷
の
民
話
」
の
紙
芝
居

な
ど
を
行
い
ま
す
。

深
谷
市
立
図
書
館

■
読
書
講
演
会

「
あ
き
や
ま
た
だ
し
絵
本
ラ
イ
ブ
」

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

と
き　
11
月
４
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講
師　

絵
本
作
家　

あ
き
や
ま
た
だ
し
氏

入
場
料　

無
料

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

10
月
23
日
㈫
午
後
２
時
（
受
け
付

け
＝
午
後
１
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
４
）
へ

深
谷
市
民
健
康
大
学
公
開
講
座

◇
第
24
回
骨
の
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
in
深
谷

　

骨
の
健
康
に
関
す
る
現
状
と
課
題
を
明
ら

か
に
し
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
の
予
防
・
治

療
の
気
運
を
高
め
、
骨
の
健
康
づ
く
り
を
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
促
す
た
め
「
コ
ツ
コ
ツ

改
善
あ
な
た
の
骨
」
と
題
し
て
健
康
づ
く
り

講
演
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
に
は

骨
密
度
測
定
会
（
無
料
）
と
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
専
門
医
に
よ
る
相
談
）
も
あ
り
ま
す
。

と
き　

12
月
２
日
㈰
午
後
１
時
開
場
、

午
後
１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

共
催　
深
谷
市
・
骨
の
健
康
づ
く
り
委
員
会

講
師　

浜
松
医
科
大
学
名
誉
教
授　

井い
の

上う
え

哲て
つ

郎お

氏

入
場
料　

無
料
（
要
整
理
券
）

※
整
理
券
は
、
次
の
場
所
で
10
月
22
日
㈪

か
ら
配
布
し
ま
す
。

配
布
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
総
合
案
内
、

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合
支
所

福
祉
健
康
課
、
骨
の
健
康
づ
く
り
委
員

会
（
ふ
じ
み
野
市
ふ
じ
み
野
２
‐
10

‐
２
リ
ズ
ム
タ
ワ
ー
Ⅱ
５
０
６
号
・
☎

０
４
９
‐
２
６
１
‐
９
５
０
０
）

※
当
日
は
、
手
話
通
訳
、
お
子
さ
ん
の
託
児

（
２
歳
以
上
就
学
前
ま
で
）
を
希
望
す
る

か
た
は
、
11
月
20
日
㈫
ま
で
に
深
谷
市
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

困
り
ま
す
！
自
転
車
置
き
去
り
知
ら
ん
ぷ
り

と
き　

10
月
31
日
㈬
ま
で

募
集
人
員　

20
人

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

深
谷
市
保
健

セ
ン
タ
ー
（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

子
育
て
講
演
会

〜
あ
な
た
ら
し
い
親
で
い
い
〜

「
子
ど
も
と
も
っ
と
楽
に
暮
ら
す
た
め
に
」

　

日
々
の
子
育
て
で
生
じ
る
不
安
や
悩

み
、
ち
ょ
っ
と
目
先
を
変
え
て
子
ど
も
と

の
暮
ら
し
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　
10
月
25
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
深

谷
公
民
館
大
会
議
室

講
師　

臨
床
心
理
士　

藤ふ
じ

井い

和か
ず

子こ

氏

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
保
護
者

募
集
人
員　

先
着
50
人
（
無
料
）

託
児　

先
着
20
人
（
無
料
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

10
月
９
日
㈫

か
ら
直
接
、ま
た
は
電
話
で
児
童
課（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
６
）
へ

催　

し

催　

し

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
子
育
て
支
援

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー

　

親
子
で
飾
り
を
手
作
り
し
ま
す
。

と
き　
10
月
31
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
軽
運
動
室

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

必
要
な
物　

は
さ
み
、
の
り

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
☎

５
７
３
‐
４
７
６
１
・
火
曜
日
休
館
）
へ

深
谷
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、
戦
没
者
の
追
悼
と
恒
久
平
和

を
願
い
、「
深
谷
市
戦
没
者
追
悼
式
」
を

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

■臨時の保育士を募集しています。

　問い合わせ　児童課保育係（☎ 574－ 6646）へ

桜ヶ丘・藤沢・豊里・おかべ子育て支援センター
○以下の事業は予約制です　　10月 23日㈫午前9時から電話でお申し込みください

受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

おかべ子育て支援センター

給食体験
給食を食べながら栄養士が食事
や栄養について相談に応じます

おかべ子育て支援センター
 11 月 8日㈭
 午前 11 時～正午

離乳食を終了して
いる親子

先着 7組
親 300 円
子 250 円

ヨガ教室
ヨガで子育ての疲れをリフレッシュ
しませんか？

おかべ子育て支援センター
 11 月 17日㈯
 午前 10 時～ 11 時 30 分

幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者

先着 20 組 無料

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター パワフルらんど
わくわく・おはなし教室がはたら
ふれあい館でも楽しめます

はたらふれあい館
 10 月 4 日㈭・18 日㈭
 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者 人数の制限

はありません
無料

おかべ子育て支援センター 積み木教室
（世代間交流）

みんなで楽しく、ひのきの積み木で
遊びましょう!!

おかべ子育て支援センター
10 月 13日㈯
 午前 10 時～ 11 時 30 分

－

※子育て支援センターは、日・月曜日、祝日はお休みです。
※その他の事業については、市ホームページ（ http://www.city.fukaya.saitama.jp/）・市モバイルサイト（
http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/）をご覧になるか、各子育て支援センターへ電話でお問い合わせください。

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター 集まれ !! みんなの輝く笑顔

問い合わせ     桜ヶ丘子育て支援センター　☎574－ 8002
　　　　　　　  藤沢子育て支援センター　　☎551－ 5055
　　　　　　　  豊里子育て支援センター　　☎587－ 1170
　　　　　　　  おかべ子育て支援センター（みらい幼児園おかべ内）　☎585－ 4101



差
し
押
さ
え
不
動
産
を
公
売
し
ま
す

と
き　

10
月
22
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　
県
熊
谷
地
方
庁
舎
４
階
大
会
議
室

公
売
財
産　
収
税
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

収
税
課
滞
納
対
策
係
（
☎

５
７
４
‐
６
６
３
９
）
へ

第
８
回
市
有
地
公
売
の
お
知
ら
せ

　

住
宅
用
の
土
地
と
し
て
、
市
有
地
を
購

入
し
た
い
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

公
売
予
定
地

物件番号 土地の所在地 地目 地積（㎡）

8 － 1 田谷 107番 24、107番 25 宅地 328.66

8 － 2 田谷 87番 12 宅地 254.49

8 － 3 上柴町西 4丁目 9番 6 宅地 397.55

8 － 4 上柴町東 1丁目 16番 2 宅地 276.46

8 － 5 上柴町東 4丁目 12番 4 宅地 328.43

8 － 6 上柴町東 7丁目 15番 17 宅地 289.74

8 － 7 田中 2920番 2、2923 番 3 宅地 220.48

応
募
要
件　

次
の
３
点
を
満
た
す
か
た

①
応
募
の
申
込
時
に
お
い
て
、
20
歳
以
上

の
か
た

②
応
募
の
申
込
時
に
お
い
て
、
前
年
度
の

市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
か
た

③
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
、
住
宅
を
建
築

す
る
土
地
を
必
要
と
し
て
い
る
か
た

応
募
要
領
配
布
期
間　

10
月
22
日
㈪
〜
11

月
16
日
㈮
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

応
募
要
領
配
布
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
総

務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
総
務
課
、
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
申
込
期
間　

11
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
☎
５
７
１
‐

１
２
１
１
・
内
線
２
０
１
７
）
へ

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
に
つ
い
て

　

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

閲覧期間
平成 18年 11月 1  日

～平成 19年 8 月 31日

閲覧団体

国または地方　

公共団体の機関
5団体

公共的団体　　

および報道機関
3団体

独立行政法人　

および大学法人
3団体

問
い
合
わ
せ　

市
民
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
０
）
へ

一
般
国
道
17
号
本
庄
道
路
の
都
市
計

画
案
な
ら
び
に
環
境
影
響
評
価
準
備

書
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　

意
見
の
あ
る
か
た
は
、
埼
玉
県
に
対
し
て

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
、
説

明
会
を
開
催
し
、
概
要
を
ご
説
明
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
案
と
環
境
影
響
評
価
準
備
書

の
縦
覧
期
間
・
縦
覧
場
所

縦
覧
期
間　

10
月
12
日
㈮
〜
11
月
12
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

意
見
書
の
提
出
期
間　

10
月
12
日
㈮
〜
11

月
26
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

都
市
計
画
案
縦
覧
場
所
、
意
見
書
提
出
場
所

・
県
都
市
計
画
課

・
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所

８
月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
８

月
の
寄
付
金
は
、
８
件
で
８
７
，

１
６
８
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
か
か
り
ま

せ
ん

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０ 

ー 

９き
ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

・
市
都
市
計
画
課

環
境
影
響
評
価
準
備
書
縦
覧
場
所
、
意
見

書
提
出
場
所

・
県
都
市
計
画
課

・
県
温
暖
対
策
課

・
北
部
環
境
管
理
事
務
所

・
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所

・
市
都
市
計
画
課
、
本
庄
市
役
所
、
上
里

町
役
場

※
閲
覧
の
み
可　

浦
和
・
熊
谷
・
久
喜
県

立
図
書
館
、
深
谷
・
本
庄
市
立
図
書
館
、

上
里
町
立
図
書
館

■
環
境
影
響
評
価
説
明
会
の
日
時
・
会
場

・
10
月
19
日
㈮
午
後
７
時
〜
・
岡
部
公
民
館

・
10
月
20
日
㈯
午
前
10
時
〜
・
上
里
町
役

場
４
階
大
会
議
室

・
10
月
20
日
㈯
午
後
３
時
〜
・
本
庄
市
役

所
６
階
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ　

県
都
市
計
画
課
（
☎

０
４
８
‐
８
３
０
‐
５
３
４
３
）、
ま

た
は
市
都
市
計
画
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
５
４
）
へ

22笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市23

　

深
谷
市
名
誉
市
民
・
元
深
谷
市
長　

福
嶋
健
助
氏
が
、
９
月

８
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

福
嶋
氏
は
、
平
成
３
年
に
第
４
代
深
谷
市
長
に
就
任
さ
れ
、

平
成
11
年
ま
で
の
２
期
８
年
に
わ
た
り
、
市
政
の
最
高
責
任
者

と
し
て
『
勇
気
・
情
熱
・
感
性
』
を
政
治
姿
勢
に
、『
積
極
・
対
話
・

創
造
』
を
都
市
運
営
理
念
に
掲
げ
深
谷
市
の
発
展
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
、
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
左
記
日
程
に
よ
り
、
市
民
葬
を
執
り
行
い
ま
す
の
で
、

ご
参
列
く
だ
さ
い
。

㈷

※渋澤栄一が残したとされる「夢
ゆめしちくん

七訓」より。「夢なかるべからず」は「夢を持たないといけません」という意味。

　
　

ャ
ッ
キ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
の
映
画

　
　

が
好
き
な
、剣
道
少
年
だ
っ
た
。

深
谷
小
学
校
の
3
年
生
か
ら
剣
道
を

始
め
、
深
谷
中
学
校
で
も
剣
道
部
に

入
っ
た
。
剣
道
の
合
間
に
映
画
を
観

脚
光
を
浴
び
る
。
今
年
、
27
歳
に
し

て
13
本
目
の
映
画
を
監
督
し
た
。
企

画
・
脚
本
・
監
督
を
こ
な
す
、
日
本

映
画
界
期
待
の
ニ
ュ
ー
ウ
エ
ー
ブ
。

映
画
監
督　

入
江　

悠
。

　

入
江
の
「
ヨ
ー
イ　

ハ
イ
」
と
い

う
発
声
で
、
怒
声
の
現
場
が
総
合
芸

術
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
昇
華
す
る
。

　
　

影
現
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い

　
　

る
。
撮
影
の
緊
張
感
と
焦
燥
感

で
、怒
声
も
飛
び
交
う
。
そ
ん
な
中
、

ひ
と
り
冷
静
な
男
が
い
る
。

　

大
学
3
年
生
の
時
の
実
習
制
作
作

品
で
、
数
々
の
映
画
賞
を
受
賞
し
、

て
本
を
読
み
耽ふ
け

る
生
活
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
高
校
で
一
変
し
た
。
剣

道
部
が
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
キ
ツ
か
っ

た
。
一
年
上
の
先
輩
に
剣
道
の
求
道

者
が
い
た
。
熊
谷
駅
の
階
段
も
上
れ
な

い
ほ
ど
疲
労
困
憊
の
毎
日
だ
っ
た
。

　

で
も
、
そ
の
頃
を
思
え
ば
、
今
は

何
で
も
こ
な
せ
る
。
撮
影
現
場
は
何

が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
急
に
企

画
が
変
更
さ
れ
た
り
、
主
演
女
優
が

交
代
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ど
ん
な
逆

境
に
も
耐
え
う
る
精
神
と
肉
体
は
高

校
の
剣
道
部
で
培
わ
れ
た
。

　

へ
ば
り
な
が
ら
も
、
映
画
は
ず
っ

と
観
て
い
た
。
そ
の
頃
、
岡
本
喜
八

最近は自然をテーマにした
作品も多く手がける

銀
幕
の
勝
負
師　入

い り え

江　悠
ゆう

の
「
ブ
ラ
ッ
ク
な
笑
い
」
に
惹
か
れ

た
。
そ
れ
が
今
で
も
自
分
の
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
。
監
督
入
江
は
高
校

時
代
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
。

　
　

説
家
が
燻く

す
ぶる

問
題
点
を
燃
焼

さ
せ
、
自
己
を
明
ら
か
に
す

る
べ
く
作
品
を
残
す
よ
う
に
、
入
江

も
そ
れ
を
映
画
で
試
み
て
い
る
。

　

し
か
し
、
最
近
は
漫
画
な
ど
を
下

敷
き
に
し
な
い
と
、
企
画
が
通
り
づ

ら
い
。
そ
う
し
た
企
画
で
も
、
自
分

の
思
い
は
入
れ
て
行
く
。
映
画
は
入

江
の
自
己
実
現
の
手
段
で
あ
る
か
ら
。

「
映
画
は
観
客
に
観
ら
れ
て
初
め
て
完

成
す
る
」
と
入
江
は
言
う
。
だ
か
ら
、

内
な
る
自
分
の
姿
を
映
し
出
し
、
多

く
の
視
線
が
注
が
れ
る
銀
幕
に
対
し
、

入
江
は
常
に
勝
負
を
挑
ん
で
い
る
。

疲
労
困こ

ん
ぱ
い憊
の
毎
日

撮撮

さ
ん

怒
声
の
飛
び
交
う
現
場

観
客
に
観
ら
れ
て
完
成

小小夢
七
訓

　

夢
な
き
者
は
理
想
な
し

　

理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

　

信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

　

計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

　

実
行
な
き
者
は
成
果
な
し　
　

　

成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

ゆ
え
に　

幸
福
を
求
め
る
者
は

　
　
　
　
　

夢
な
か
る
べ
か
ら
ず
※

（
本
文
中
の
敬
称
は
本
人
の
承
諾
を
得
て
省
略
し
て
い
ま
す
）

ジジ

「
心
の
広
場
」
は
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
武
者
と
生
ま
れ
て
描
く
虹
〜
畠
山
重
忠
伝
説
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自慢のできる美しいまち「ふかや」の実現へ！

「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。

講師　市
いち

川
かわ

 久
ひさ

江
え

　先生

　今回は、コンテナガーデンの基礎を学ぶ教室と国営武蔵丘
陵森林公園の紅葉のライトアップを見学するツアーを計画し
ました。楽しい教室にあなたも参加してみませんか。

●と　き　11 月 10 日㈯午前９時 30 分～ 11 時 30 分
●ところ　深谷コミュニティセンター　大会議室
●定　員　20 人（応募多数の場合は、抽選の上全員に結果を通知します）
●受講料　2,500 円
●申し込み　10 月 26 日㈮までに、電話でガーデンシティふかや推進室へ

　①　コンテナガーデン教室（基礎編）
・・・春まで楽しめるコンテナガーデンづくり・・・

　パンジー、ビオラの彩りを楽しみながら、春まで長く楽しめるコン
テナガーデンづくりのコツを学びます。土曜日開催。初心者大歓迎！

●と　き　11 月 22 日㈭午後 2時～ 8時 ( 予定）
　           （集合　午後 2時　深谷市民文化会館駐車場）

●行き先　国営武蔵丘陵森林公園（滑川町）　●交通　市バス利用
●定　員　60 人（応募多数の場合は、抽選の上全員に結果を通知します）
●参加料　2,000 円（入園料・保険料・夕食代など）
●申し込み　11 月 8日㈭までに、電話でガーデンシティふかや推進室へ

　②　森林公園　紅葉見学ナイトツアー（バスツアー）
・・・500 本のカエデのライトアップは見応え十分・・・

美しく色付いた紅葉のライトアップを散策。 昼間と一
味違った幻想的な景色が見られます（夕食付き）。

　完成した水道栓の通水式。
手洗い用のほかに、散水ホー
ス用の蛇口も設けました。

　水道栓回りのレンガ敷き。
水平を見ながらの作業です。

　基礎作りは、結構な力仕事。
でも、ここが肝心です。

　半円形の広場のレンガ敷き
は、間隔の調整が大変でした。

　地元住民によ
る「ミニ公園」
づくりが始まり
ました。
　これまでの会
議で検討してき
た設計に基づき、

水道栓と広場のレンガ敷きから始めました。
　すべて自分たちの手で行うということで、基礎作りから挑戦
です。皆さん初めてということで試行錯誤の連続でしたが、大
変な中でも、和気あいあいと楽しく作業が進みました。
　今後は、芝張り、植栽と作
業を進め、名前 (検討中）の入っ
た看板や、ベンチも手作りで
設置する予定です。
　どんな公園が出来上がるの
か、今から楽しみです。

　建設中の青
せい

淵
えん

公園の芝管理
や花の植栽・管理を積極的に
進めているグループです。

　地区内の水路沿いに彼岸花
を咲かせるなど、地域の環境
保全活動を進めています。

　アダプト団
体が活躍中！
　夏の炎天下
でも除草作業
や水遣りが欠
かせません。
　きれいな花が楽しめるのは、
こうした活動のおかげです。

　毎週日曜の朝に活動中。国
済寺の並木青果市場東側道路
脇に咲く花をご覧ください。

　猛暑でも、きれいな
花を皆さんに見ていた

だこうと、ボランティアのか
たがたは、草取りや花がら摘
みを頑張ってくれました。

市役所前の国道 17 号脇花壇

　興味はあるけど、迷ってい
るかたのために、体験日を設
けました。見学だけでも、お
気軽にご参加ください。
と　き　11 月 13 日㈫
　　　　雨天の場合は 15 日㈭
ところ　深谷駅北口ステイションガーデン
※駐車場はございません。お車のかたは、
市役所駐車場をご利用ください。詳し
くは、ガーデンシティふかや推進室へ

　花植木流通センター恒例の
花・植木・盆栽の直売会が今
年も開催されます。
　植木市場ならではの豊富な
品ぞろえ、この機会にぜひ一
度ご覧ください。庭造りのご
相談も無料です。
とき　10 月 6 日㈯～ 16 日㈫
　　　午前 9時～午後 5時
ところ　埼玉県花植木流通セ
ンター（櫛引 22）
問い合わせ　埼玉県花木流通
センター（☎ 572-1226）へ

ガーデニングボランティアを
　　　　　体験してみませんか

 ■青渕公園をきれいにする会

 ■瀬山ボランティア ■サンフラワー会

駅通り工場団地線脇公共用地（稲荷町地内）

紅葉見　
ナイト

紅葉見　
ナイト★★

10月


